ハカセ ロンブン ノ ヨウシ オヨビ ロンブン シンサ ケッカ ノ ヨウシ シェイクスピア ト モリ by 宮之原 匡子 et al.
洋の東西を問わず，古来，森は恐ろしい力を秘め，ミステリアスで，日常
の世界とは隔絶された，対照的な場所である。その一方で森は生命のざわめ
きに満ちており，人間の心を癒す霊気を秘めた場でもある。森を聖域として，
そのなかに超自然的神聖なるものの存在を認める心情はほぼ世界的に共通す
るもので，そのような自然観は今日においても各地に認められる。
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シェイクスピアと森
＜博士論文の要旨＞
ウィリアム・シェイクスピア（1564－1616）は劇作品の「場」に重要な意
味を与え，さまざまな森をその主要な舞台として設定し，登場人物に強力な
影響を及ぼすことを示唆している｡『ヴェローナの二紳士』のマンチュアの
森,『ウィンザーの陽気な女房たち』のウィンザーの森,『マクベス』のバー
ナムの森など，それぞれ作品の基本テーマと関連する重要な意味をもつもの
である。シェイクスピアを真に理解するためには森という「緑の世界」の場
がもつ魔力・魅力・霊力 恋愛成就・再生・浄化などを可能とする力 とい
う不思議な力を十分に認識することが不可欠であると思われる。本論文にお
いて,『夏の夜の夢』，『お気に召すまま』，『リア王』，『冬物語』，そして『あ
らし』を対象として，メタファーとしての森を含めて森のもつ機能と意義を
考察する。
第１章 『夏の夜の夢』では，厳しい国法や親の権力によって行動や恋愛
が規制されるアテネの宮廷から若者たちが逃れて行く所が郊外の森である。
夏至祭前夜の頃，妖精が支配するこの森において若者たちは理性による拘束
を喪失し，本能のままに振る舞い，混乱に陥る。しかし，この混乱を経て，
妖精の介入もあって彼らは自己を回復し情念を統治できるようになり，和解
と恋愛が成就する。これはアテネの活性化・繁栄をも期待させるが，このよ
うな願望充足を可能とするのが森である。
第２章 『お気に召すまま』における森は，兄弟としての情愛を喪失し，
憎悪や妬みが充満する宮廷から恋人たちが向かう逃避の場となるアーデンの
森である。この森は，宮廷・都市とは対照的に黄金時代の理想郷，快適な場
所（locus amoenus）を思わせるが，聖書の「荒れ野」と共通性を有する試練
と浄化の場となっている。このようなアーデンの森は自己認識を可能にし，
恋愛を成就させ，さらに和解を促し秩序の回復をもたらす「緑の世界」とな
る。
第３章 『リア王』は悲劇であるが，この作品ではアーデンの森が果たし
た機能を嵐の荒野が担う。孝女を絶縁し，国土を二分して実権とともに与え
た娘たちに裏切られたリアは，荒野を彷徨し塗炭の苦しみをなめるが，精神
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的に覚醒し，他者に対する思いやり・共感をもつ人間に再生する。この荒野
は聖書の「荒れ野」と共通するところがあり，メタファーとしての森である。
第４章 『冬物語』では,「緑の世界」の機能を果たすのは森というより
は王女として生まれながら牧歌的な環境で羊飼いに育てられたパーディタで
ある。彼女は一貫して春のイメージで表現され，冬のシチリアによみがえり
の春をもたらすプロスピーナとなる。宮廷と田園双方の美点を併せもつ彼女
はフロリゼル王子と真実の愛で結ばれ,「緑の世界」のもつ癒し，再生の力
を体現する存在となる。
第５章 『あらし』においては，作品で唯一の舞台となっている絶海の孤
島がメタファーとしての森である。プロスペローが白魔術を極めて妖精やキ
ャリバンを支配し，ミランダを純粋無垢な乙女に育て上げたこの島において，
娘は強国の王子と真実の愛によって結ばれる。矯正不可能な悪人の存在を受
け入れるほどの心の平穏，新たな自己認識，改悛，和解をもたらす精神的成
長を可能とし，“brave new world” 実現の期待を抱かせる場となっている。
森は都市とは対照的なミステリアスな非日常な場である。しかし，腐敗し，
虚飾に満ちた都市から逃避し，精神的に変容することを可能とする空間であ
る。シェイクスピアは森において恐怖や混乱という試練を体験することによ
って，人間は再生，浄化されることを表出している。本論文で考察の対象と
した５編の作品における森は，不幸
フォール
がより大きな幸福に変わること felix
culpa を可能とする場である。シェイクスピアは，陰謀を企て，破壊を繰
り返す人間悪の存在，悲劇的現実を痛感しながらも，改悛し，許しを与える
ことができる人間の善への可能性に期待を抱き，人間を浄化し，再生する場
として森を捉えたのである。
美しい森に囲まれたストラットフォード・アポン・エイボンに生まれ育っ
たシェイクスピアにとって森は身近な存在であった。当時も，大量の樹木が
消費され，森林の衰退が加速していったが，彼は森のもつ不思議な力 精神
的成長を可能にし，和解・調和をもたらし，社会秩序を回復する力 をもつ
森の妙なる霊力を劇作品の基本テーマとの関連において表出した。このこと
博士論文の要旨および論文審査結果の要旨(２)
― ―145
は，森林の急速な衰退と自然との共生が世界的な問題となり，和解・調和が
叫ばれる今日において，死後400年近くたってもシェイクスピアをますます
我々の同時代人にし，作品の価値をいっそう高めるようにおもわれるのであ
る。
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審査委員 主査 金城盛紀
審査委員 副査 岡田章子
審査委員 副査 中村祥子
審査委員 副査 藤田 實
本学位申請論文は，ウィリアム・シェイクスピアの作品において舞台とな
る森がいかなる機能と意義を有しているか，それぞれの作品に密着した分析
を通じて，考究したものである。シェイクスピアにおける森についての断片
的言及・考察は幾多と存在するが，森を作品の基本テーマとの関連で総合的
に論じ，統一的な機能と意義を見出した論考は未だ発表されていない。
論者は森という場がもつ意義を，日本文化における森，西洋文化における
森を考察して序章としているが，この序章は森をテーマとした文化研究の堅
実な基礎になると思われる。
シェイクスピアが生きた時代，イギリスにおいては大量の樹木が消費され，
森林の衰退は加速していった。現在も世界各地ですさまじい勢いで森林が侵
食され，その価値・保護が叫ばれている。美しい森に囲まれたストラットフ
ォード・アポン・エイボンで生まれ育ったシェイクスピアも森林の衰退を憂
い，森の持つ魔力・魅力・霊力が人間の浄化・再生・和解を可能にしている
としている。このことを森が大きな役割を果たすと論者が考える５編の作品
『夏の夜の夢』『お気に召すまま』『リア王』『冬物語』そして『あらし』を
中心として論じている。
第１章 『夏の夜の夢』では，封建的権力によって恋愛が規制されるアテ
ネの宮殿から逃れた森において，若者たちは本能を解き放たれて狂乱し，混
乱に陥る。しかし，この非日常の世界における根源的欲求の解放が，妖精た
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＜博士論文審査結果の要旨＞
シェイクスピアと森
ちの善意ある介入もあって，自己の回復をもたらし情念の統治を可能にして，
和解と恋愛の成就へと発展し，さらに，硬直化した宮廷・都市の活力の再生
・繁栄を期待させるものとなる，と論ずる。(『英米評論』第14号に初出）
第２章 『お気に召すまま』においては，秩序の崩壊した宮廷からの避難
の場としてアーデンの森を捉える。しかし，黄金時代の理想郷，快適な場所
（locus amoenus）と一見思われるこの森が，試練と浄化の場となっている，
と論者は解釈している。この厳しい自然空間が自己認識，愛の成就，和解を
促進し，社会秩序の回復への希望を与えると説く。(日本英文学会九州支部
第55回大会にて発表；『国際文化論集』第24号に初出）
第３章 『リア王』では，愚行を犯して娘たちに裏切られたリアは嵐の荒
野において彷徨し，耐えがたい心身の苦痛を味わうが精神的に覚醒し，浄化
される。この悲劇では嵐の荒野が『お気に召すまま』のアーデンの森が果た
す機能をもつ，と論じている。木一本もない荒野はメタファーとしての森で
ある，と主張する。(第７回文学部三学会研究発表会にて発表；『英米評論』
第15号に初出）
第４章 『冬物語』において森の機能を果たすのは，ボヘミヤの牧歌的な
田園以上にパーディタである，と論者は主張している。彼女はシチリアで王
女として生を受けながら不義の子として捨てられ，奇跡的に羊飼いに拾われ
て育てられた人物である。王女の気品と田園の純粋さを併せ持つパーディタ
を，ギリシア神話のプロスピーナとして捉え，森のもつ再生力を体現すると
論じている。
第５章 『あらし』では，舞台となる孤島はメタファーとしての森である，
として主張している。改悛，悪人の存在をも受容する恩讐を超えた心の平穏，
和解，汚れなき若者たちの愛の成就を可能にするのがプロスペローが白魔術
を極めた孤島であるとする。“brave new world” 実現の期待を抱かす場が，
実弟に流されて着いた島なのである。(日本英文学会九州支部第53回にて発
表；『国際文化論集』第26号に初出）
洋の東西を問わず，恐ろしい力を秘め，日常の世界とは隔絶されて対照的
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な空間である森を，シェイクスピアは人間の現実的不幸が大きな幸福に変わ
ること felix culpa を可能とする場であると結論づけている。人間悪の存
在，悲劇的現実を痛感しながらも，人間の善への可能性への期待を抱き，人
間を浄化し，再生することを可能とする場として森を捉えたという主張であ
る。
以上のように，本論文は，自然 その重要な要素となる森，あるいはメタ
ファーとしての森 に対する日本古来の感覚を今日的意識に高めてシェイク
スピアを読み込んだ解釈・分析を明確な文章と理論で展開していて，シェイ
クスピアの真髄に触れて傾倒した研究者の息吹を感じさせるものがある。重
要な先行研究を博捜精査して，納得できる言説には謙虚に依拠し，高名な学
者批評家の論説もときには批判して論考の刺激として受け取り，そのうえで
自説を冷静に推し進めている。
もっとも，本論文には表現上の問題，論証の端折りなど瑕瑾がなきにしも
あらずである｡『マクベス』における森などコメントはしているが本格的な
検討に値するかもしれない作品の存在も課題として残る。また,『冬物語』
論において，登場人物のパーディタを森という場の体現者とする解釈はユニ
ークで，それなりに本論文の価値を高めるとする評価を可能にするが，説得
性に欠けるとする批判もあろう。シェイクスピアのような古典的大作家の作
品解釈は万人を納得させることは不可能である。そのような文学批判の様態
についても改めて目を向けさせる力量を本論文は感じさせるのも事実である。
なお,『冬物語』論については，作品で重要な要素となっている時間も森と
の関連において考慮すれば，との指摘もあった。
シェイクスピアの森を対象とする本論文は，今後，シェイクスピア研究を
推進するのみならず，近年盛んになりつつある森・自然を扱った英米および
日本の文学研究，また森・自然をテーマとする東西の自然環境論・文化論に
発展することも期待させる労作である。
以上の諸点を総合して，本学位申請論文は専攻分野において研究者として
自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力とその基礎となる豊かな学
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識を示していると判断できる。なお，外国語については，初期近代英語で書
かれたテクストおよび英語で発表された多くの先行研究を綿密に吟味した本
論文の性質上，全体の試問に包含して合格と判断した。
以上の結果，本課程博士学位論文審査委員会は，宮之原匡子氏は博士（比
較文化学）の学位を授与される資格があるものと認める。
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